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水道の安定した制御には配水池の 運用が重要です。

これまではベテランの操作員が気温・天候などから

1日の需要量をイメージし、熟練の技術により水道施設

全般の運転を行っていました。

明電舎の水運用自動化技術が、
まとめて解決します。
明電舎の水運用自動化システムは、配水量の変動を

カオス需要予測で予測し、配水池の容量を生かした

水運用の自動化を行います。「取水」「導水」「浄水」「送水」

までの各プロセスの水量を安定させることで、省エ

ネルギー、電力デマンドの削減、などに効果があります。

さらに、自動制御によって、運転管理の自動化、維持管

理の効率化が実現できます。

水道は、河川などで取水した水を浄化して家庭の蛇口まで送り届けています。
そのための水道施設は多くの工程からなる統合的システムとなっており、
その制御は、水道施設全体の関連を考える事が重要です。

これまでの水運用は

これからの水運用は

導 水

浄 水

送 水

配水池

配 水 給 水取 水

天候 複雑な操作 お盆、大晦日、祝日などの特異日

配水池水位を予測して制御

配水量を予測　

浄水プロセスの安定



上水道システムの理想的運用

配水池

導水ポンプ 送水ポンプ

取水場 浄水場

水道の配水量（＝需要量）は、人々の生活の様子を反映して絶えず変動しています。一方、浄水場など
の水道の施設は、施設の有効利用、省エネルギー、最大電力の抑制、などの観点から一定で運用するこ
とが重要です。

最適な水運用とは

施設の有効利用

省エネルギー

最大電力の抑制

安定供給

取水 導水 浄水 送水 配水

浄
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

取
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

洗顔、朝食など 夕食、入浴など

配
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

水運用自動化システム

●リアルタイムに予測するため24時間自動運転
●天候を入力しないためデータ入力一切不要
●配水池の高水位運用による施設有効利用
●安定したポンプ運転による契約電力の削減
●水量の変動を吸収するため浄水処理が安定

P

リアルタイム管網解析

P

P

P

配水池水位を予測して制御浄水プロセスの安定取水の安定 配水量を予測 実際の配水量
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小規模配水池

中規模配水池

大規模配水池

水運用自動化技術とは

「明電水運用自動化システム」は、カオス需要予測を用いて

配水池の水位を予測し制御を行うことで、

それぞれ構成の違う水道プラントに合わせた、合理的で安定した送水を実現します。

■カオス需要予測のメリット■特長

■自動制御方法

浄水量

理想的な水道の状態

配水池 配水量

水運用自動化システムは、配水量の変動を配水池の水位
変化として吸収する制御方法です。それにより浄水量など
を安定させることができます。配水池の容量が大きい場合

は、浄水量を一定に制御する事ができます。配水池の容量
にそれほど余裕が無い場合は、その容量の範囲で浄水量
の平滑化を行うことができます。

カオス需要予測を用い、未来の配水池水位を予測し、
水位が逸脱しないように送水量を制御します。

取水量 導水量 浄水量 送水量 配水池 配水量 給水量

過去：実データ 未来：予測データ

流入量目標値

現在時刻

配水池の水位

未来の水位を
予測し制御する

送水流量

予測配水量

運用水位

予測水位が上方に逸脱している場合

現在時刻

運用上限
予測水位

制御後の予測水位

送水量を
減らして、
水位が上方に
逸脱しない
ようにします

予測水位が下方に逸脱している場合

現在時刻

予測水位

制御後の予測水位 送水量を
増やして、
水位が下方に
逸脱しない
ようにします

配水流量

現在の送水量のままでいると、
水位が運用水位を越えてしまいます。
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予測制御の採用で自動制御を実現します。

送水量を安定させ、配水池の水位を最適に保ちます。

自己学習形の予測技術です。

オペレータによる入力は一切必要ありません。

非常時対応の高水位運転が可能です。

予測のメンテナンスが不要です。

水量一定

運用下限

現在の水位

現在時刻

配
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

浄
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

配
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

浄
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

配
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

浄
水
量

時間（hour）
0 6 12 18 24

時間（hour）
0 6 12 18 24

時間（hour）
0 6 12 18 24

時間（hour）
0 6 12 18 24

時間（hour）
0 6 12 18 24

時間（hour）
0 6 12 18 24

時間（hour）
0 6 12 18 24



県水など

各家庭へ

井戸

浄水場

浄水場

送水ポンプ

浄水場

自己水

＊ 配水池の容量を生かし可能な範囲で送水量を一定にします。

「水運用自動化システム」が効果的な水道

「カオス需要予測」により配水量を予測し、

配水池の水位を制御します。

その結果、県水などからの受水量を一定

に保ちながら、自己水の変動

を小さく抑えた流量制御が実

現できます。

明電水運用自動化
システムなら

配水量を予測し、浄水場からの送配水を

継続しながら、配水池水位を制御します。

明電水運用自動化
システムなら

多くの配水池を持つ水道施設の制御では、

配水区ごとの配水量を予測して配水池へ

の送水量を一定＊にします。浄水場全体の

処理量は送水量の合計となるの

で、浄水場全体として安定し

た制御を行えます。

明電水運用自動化
システムなら

受水量一定 送水量が安定 配水池水位を制御

取水量の変動が小さい、
効率的なポンプの運用
が可能。

取水量を一定とし、受水量を変更して
制御する事もできます。

配水池

送水量が安定 配水池水位を制御

インバータ（可変速）ポンプの場合は、制御性・
省エネ効果の点で特に効果的です。 浄水場からの流量を一定に制御する事も可能です。

非常時対策として配水池水位を高くする運転も可能です。

各家庭へ
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配水池

送水量を安定

配水池ごとの
配水量を予測

配水池水位を制御

直接配水量 配水量

配水量

送水量 配水量

配水池の水位

配 水

配 水

配 水

配 水配 水

配 水
配 水

配 水

受水量 送水量

送水量 配水池の水位

配水量

配水池の水位 配水量

それぞれの配水池への送水量を一定＊にすることで、
浄水場全体の浄水量を安定させる制御を行います。

水道供給事業体など、複数の
配水池へ送水を行っているケース

大規模な水道では、浄水場からたくさんの

配水池へと送水をしており、

浄水量を安定に制御

することは難しいことでした。

配水池へ送る送水管から一部を
直接に配水しているケース

送配水を継続しながら、配水池の水位を

制御することは、難しいことでした。

自己水と県水などからの受水を
両方使用しているケース

井戸などの自己水のみで

送水量を制御する事は、

難しい事でした。

配水池

1

3

2
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カオスとはこのような技術です。

配水量をそのまま予測する事は難しい・・・

埋め込まれた配水量は、カオ
スを典型的に表現する「軌跡」
を描いています。この「軌跡」
の特長は、近くのデータが同
様の流れを描くことです。

１日分の配水量を埋め込むと、
１周期分の軌跡データを描きま
す。

最新データの周りから軌跡
を集め、ファジィ理論で予
測を行います。

現
実
の
世
界　
「
配
水
量
」

カ
オ
ス
の
世
界　
「
軌
跡
」

配水量の情報
をカオスの世
界に埋め込み
ます。

カオスの世
界で予測し
ます。

需要予測の完了です。

予測結果を実際の
世界に戻します。

配水量の予測

難しかった配水量予測も
これでOK。

1

2

3

4

5

過去の配水
量データを
蓄積します。

１日分の配水量を
埋め込んだ軌跡

蓄積した
配水量の軌跡
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